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１．審議会を設置する理由 

八代市が東陽地区及び泉地区で実施している農業集落排水処理施設事業及び浄化槽

市町村整備推進事業は、旧２村が取り組んできた事業であることから、八代市郡 6 市

町村の合併協議の場において、その取り扱いが論議され、【参考 1-1】に示す内容が決定

したところです。 

因みにこれらの事業は、市民生活に大きく関わるものであることから、市町村合併時

にそれぞれの審議会設置条例【参考 1-2】を施行し、関係者の意見拝聴の機会を設けて

います。 

審議会は、八代市農業集落排水処理施設事業条例、八代市浄化槽条例に規定する分担

金、使用料及び制度の運営上における重要事項などを改正する場合、市長の諮問に基づ

き審議会は論議し、その結果を答申の形で市長に意見具申します。審議会委員は、現在

及び将来の事業区域の受益者代表、有識者等により構成し、委員の専門的な知識又はア

イデアを活用することで、市民の意見や提言を事業計画及び運営に反映させ、もって事

業の円滑な経営を図るものとなります。 

【参考 1-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《合併協定書の内容》 

33 下水道事業の取扱い 

(1）八代市及び鏡町の公共下水道事業、千丁町の特定環境保全公共下水道事業、東陽村及び

泉村の農業集落排水事業及び浄化槽市町村整備推進事業については、現行のとおり新市に

引き継ぐ。 

なお、会計については、事業区分ごとに統合の方向で調整する。 

(2）下水道事業の受益者負担金及び使用料については、現行のとおり新市に引き継ぎ、新市

において審議会等を設置し、平成１８年度から事業区分ごとに統一するよう調整する。ま

た、調整に当たっては、受益者負担の原則に沿って調整を行うものとする。 

 

39 環境保全対策事業の取扱い 

(1）浄化槽に関する事業については、生活排水処理率向上に寄与するため、新市において早

期に生活排水処理基本計画を策定し、集合処理区域と個別処理区域に分けて実施する。 

(2）個別処理は、現行の国及び県の補助制度に沿って浄化槽設置整備事業と浄化槽市町村整

備推進事業（以下「市町村設置型」という。）に分けて実施する。 

① 八代市、千丁町及び鏡町の浄化槽の補助制度は、現行のとおり新市に引き継ぎ、新市

において平成１８年４月１日を目途に統一する。･･･調整済 

② 坂本村の浄化槽の補助制度は、市町村設置型に移行するまでの間、現行のとおり新市

に引き継ぐ。 



 

 

八代市農業集落排水処理施設事業審議会条例  

(設置 ) 

第 1 条  本市の農業集落排水処理施設事業を計画的に遂行し、農業集落排水

行政の円滑な運営を図るため、八代市農業集落排水処理施設事業審議会 (以

下「審議会」という。 )を設置する。  

(所掌事務 ) 

第 2 条  審議会は、市長の諮問に応じ、次に掲げる事項について審議し、市

長に答申する。  

(1) 受益者分担金に関すること。  

(2) 水洗化の促進に関すること。  

(3) 使用料に関すること。  

(4) その他市長が必要と認める事項  

(組織 ) 

第 3 条  審議会は、委員 20 人以内をもって組織する。  

2 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。  

(1) 受益者  

(2) 知識経験を有する者  

(3) その他市長が適当と認める者  

(任期 ) 

第 4 条  委員の任期は、 2 年とし、再任を妨げない。ただし、補欠委員の任

期は、前任者の残任期間とする。  

(会長等 ) 

第 5 条  審議会に会長及び副会長 1 人を置く。  

2 会長及び副会長は、委員の互選によって定める。  

3 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。  

4 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代行する。 

(会  議 )審議会の会議は、会長が招集する。  

第 6 条  審議会は、会長が招集する。  

2 審議会の会議は、委員の半数以上が出席しなければ、これを開くことがで

きない。  

3 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決

するところによる。  

(意見の聴取 ) 

第 7 条  審議会は、必要と認めるときは、関係者の出席を求め、その意見を

聴くことができる。  

(庶務 ) 

第 8 条  審議会の庶務は、建設部下水道総務課において処理する。  

(委任 ) 

第 9 条  この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、

市長が別に定める。  

附  則  

この条例は、平成 17 年 8 月 1 日から施行する。  

 

【参考 1-2】  



 

 

八代市浄化槽市町村整備推進事業審議会条例  

(設置 ) 

第 1 条  八代市における浄化槽市町村整備推進事業の円滑な運営を図るた

め、八代市浄化槽市町村整備推進事業審議会 (以下「審議会」という。 )を

設置する。  

(所掌事務 ) 

第 2 条  審議会は、市長の諮問に応じ、次に掲げる事項について審議し、市

長に答申する。  

(1) 分担金等に関すること。  

(2) 使用料に関すること。  

(3) 浄化槽の設置促進に関すること。  

(4) その他市長が必要と認める事項。  

(組織 ) 

第 3 条  審議会は、委員 15 人以内をもって組織する。  

2 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。  

(1) 受益者  

(2) 知識経験を有する者  

(3) その他市長が適当と認める者  

(任期 ) 

第 4 条  委員の任期は、 2 年とし、再任を妨げない。ただし、補欠委員の任

期は、前任者の残任期間とする。  

(会長等 ) 

第 5 条  審議会に会長及び副会長 1 人を置く。  

2 会長及び副会長は、委員の互選によって定める。  

3 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。  

4 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代行する。 

(議事 ) 

第 6 条  審議会は、会長が招集する。  

2 審議会は、委員の半数以上の者が出席しなければ、会議を開くことができ

ない。  

3 審議会の議事は、議決が必要な場合は出席委員の過半数で決し、可否同数

のときは、会長の決するところによる。  

(意見の聴取 ) 

第 7 条  審議会は、必要と認めるときは、関係者の出席を求め、その意見を

聴くことができる。  

(庶務 ) 

第 8 条  審議会の庶務は、建設部下水道総務課において処理する。  

(委任 ) 

第 9 条  この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、

市長が別に定める。  

附  則  

この条例は、平成 17 年 8 月 1 日から施行する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

2.八代市の汚水処理事業の概要 

八代市における生活排水処理施設整備は、市が直接関与している事業で区分すると

概ね６種類に分類されます。これらの事業は、その実施区域の地理的要件や人口密度

などにより有利な条件で実施できる事業を選択したものであり、各事業とも受益者と

なる市民が負担する分担金及び使用料によって運営することを原則としています。 

分担金及び使用料の算定方法については、事業間で公共投資の仕組みや採択条件が

異なっていることを踏まえると、市として画一的な基準による受益者負担の原則をそ

れぞれの事業に一律に適用することは困難な状況にあります。 

浄化槽市町村整備推進事業に関しては、合併協定書で集合処理（下水道及び農業集

落排水）計画区域以外の区域において、実施することとされています。 

 

【参考 1-3】八代市の汚水処理施設の分類図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流域関連 

下水道 

単独下水道 

生活排水 

集合処理 

個別処理

(浄化槽) 

公共下水道事業 

特定環境保全公共下水道事業 

農業集落排水処理施設事業 

『農業集落排水処理施設事業特別会計』 

浄化槽市町村整備推進事業（市町村設置型） 

『市町村整備推進事業特別会計』 

浄化槽設置整備事業（個人設置型） 

『一般会計』 

公共下水道事業 

旧八代市 

旧鏡 

旧千丁 

旧東陽・泉 

旧八代・坂本・千丁・鏡 

旧東陽・泉 



 

 

【参考 1-4】八代市の汚水処理方式別人口割合（平成 30 年 3 月末現在人口比） 

0 5 10 15 20 25 30 35 40

雑排水未処理

浄化槽（市町村設置）

浄化槽（個人設置）

農業集落排水

下水道

39.8

0.9

20.6

1.3

37.4

 

 

 

【参考 1-5】汚水処理の現況                  

平成 30 年 3 月末現在 

 

 

 人 口（人） 割 合(％) 

生
活
雑
排
水
処
理
人
口 

集
合
処
理 

下水道 ４７，９４８ ３７．４ 

農業集落排水 １，６７３ １．３ 

計 ４９，６２１ ３８．７ 

個
別
処
理 

浄化槽（個人設置） ２６，４７０ ２０．６ 

浄化槽（市町村設置） １，０９１ ０．９ 

計 ２７，５６１ ２１．５ 

小計 ７７，１８２ ６０．２ 

生
活
雑
排
水

未
処
理
人
口 

みなし浄化槽 ３２，２７５ ２５．１ 

汲み取り １８，８５４ １４．７ 

計 ５１，１２９ ３９．８ 

行政区域内人口 １２８，３１１ １００.０ 



 

 

３．事業実施区域の状況 

(1) 東陽地区 

東陽地区は、氷川ダム（泉町下岳）より下流域に位置します。この地区は、生活排

水の流入により農業用排水路の水質汚濁が進行し、住民の生活環境及び農業生産活動

の両面に問題が生じていました。そこで、公共用水域の水質保全及び地域の衛生環境

の改善を図るため、比較的に人口が集中している地域では、農業集落排水事業を平成

12 年度に供用開始し、その他の地域については、平成 13 年度より浄化槽市町村整備

推進事業を進めてきたところです。 

                

 

 

 

 

 

 

 

（河俣地区）河俣川沿いに集落が点在しています  （箱石地区）山間を縫うように走る水路と集落の様子 

             

 

 

 

 

 

 

 

 
（河俣川の状況）河俣・箱石周辺では蛍が飛び交います （箱石地区水路）箱石では小さな水路が中心となっています。

この地域の生活水路であると同時に下流域での農業用水利としても利用されています。 

         

 

 

 

 

 

 

 

（小浦川の状況）             （農業集落排水処理施設） 

 

 

 

 

  



 

 

(2) 泉地区 

泉地区は、川辺川及び氷川の最上流域にあたり九州中央山地の脊梁の山々が聳える

緑濃き地であり全域が水道水源水域に指定されています。この地域は、氷川ダム付近

の一部の地域において農業集落排水事業を平成８年度に供用開始し、その他の地域に

ついては、平成 14 年度から浄化槽市町村整備推進事業による生活排水処理に取組ん

できました。 

泉地区に位置する氷川ダムは、八代生活環境事務組合水道の水道原水の取水地であ

ることを踏まえ、この地域のみならず下流域の住民にも大切な水道水源水域を次の世

代へも良好な状態を保ち続け引き渡すことが地域住民の責務との考えに基づきこの

事業を展開してきました。 

 

 

              

 

 

 

 

 

      （岩奥地区）          （氷川ダム：ダム湖の状況）  

 

 

 

 

 

 

 

 

（氷川上流域）            （川辺川上流域） 

               

 

 

 

 

 

（農業集落排水処理施設） 

 

 

 

 

注）水道水源水域とは、水質汚濁防止法に規定する公

共用水域であってその水が水道事業又は水道法に規定

する水道用水供給事業のための原水として取水施設に

より取り入れられるもの及びその公共用水域にその水

が流入する公共用水域をいいます。つまり氷川ダムに

流入する河川、公共水路はすべて水道水源水域となり

ます。 



 

 

 ４.事業概要 

(1) 農業集落排水処理施設事業   [以下、農集事業といいます] 

東陽地区は平成 12 年度に計画人口 2,300 人、泉地区は平成 8 年度に計画人口 820 人

で供用開始を行ない積極的な整備を進めてきました。その結果、平成 29 年度末現在、

水洗化人口 1,673 人、水洗化率 84.0％の市民が農業集落排水処理施設を利用していま

す。しかし、近年は急激な過疎化の進展や高齢者世帯の増加などから水洗化件数が伸

び悩む傾向にあります。 

 

【参考 1-6】農集事業整備状況                平成 30 年 3 月末現在 

                                        

 

【参考 1-7】農集施設概要 

 

【参考 1-8】一般家庭等における使用料金表                 (税別) 

区  分 基本料金 世帯員割 業務料金 算定方式 備考 

一般住宅 

2,065 円 688 円 0 円 

2,065 円＋(688 円×世帯人員) 世帯人数は、毎月 1

日の住民基本台帳に

よる。 
アパート・寮 2,065 円×室数＋(688 円×世帯

人員) 

農集条例 別表第３（第 16 条関係）より抜粋 

事業区域 東陽地区 泉地区 計 

供用開始年 平成 12 年度 平成 8 年度  

計  画 
処理区域面積   220ha   440ha 660ha 

計画処理人口   2,300 人   820 人 3,120 人 

整備状況 

処理区域内人口   1,513 人   478 人 1,991 人 

水洗化人口   1,244 人   429 人 1,673 人 

水洗化率   82.2%   89.7% 84.0% 

 東陽農業集落排水処理施設 泉農業集落排水処理施設 

排除方法 分流式 分流式 

処理方式 回分式活性汚泥法 嫌気性ろ床前置式接触ばっ気法 

敷地面積（㎡）  1,674  1,371 

処理能力（㎥/日）  690 220 

放流水質 
BOD（mg/ℓ） 20 20 

SS（mg/ℓ） 50 50 

汚泥量 脱水汚泥 0.18t/日 濃縮汚泥 0.41 ㎥/日 



 

 

 

（2）浄化槽市町村整備推進事業  [以下、浄化槽事業といいます] 

 東陽地区、泉地区とも水道水源の取水地である氷川の上流域にあたり、下流住民にと

っても大切な水域を良好な状態で引き継ぐ観点から、計画期間を 10 年、合計 700 基設

置を目標に積極的な整備を進めてきました。その結果、設置基数 427 基、約 1,100 人の

市民が浄化槽を利用できるようになりました。その一方、約 1,100 人の生活雑排水は未

処理の状況にあります。また、近年は新規設置数が減少しています。 

 

【参考 1-9】浄化槽事業整備状況  

事 業 区 域 東陽地区 泉地区 全 体 

事 業 期 間 平成 13～30 年度 平成 14～30 年度  

設置済基数 １５９基 ２６８基 ４２７基 

使 用 人 口(世帯) 424 人(150 戸) 667 人(256 戸) 1,091人(406戸) 

区域内人口(世帯) 701 人(264 戸) 1,495人(631戸) 2,196人(895戸) 

普 及 率 60.5％(56.8％) 44.6％(40.6％) 50.0％(45.4％) 

                                     平成 30 年 3 月末現在 

【参考 1-10】一般住宅等における使用料金表 [八代市浄化槽条例別表第３（第１７条関係）より抜粋] 

(税別) 

世帯員数

人槽区分 

０人 １人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人以上 

５人槽 3,450円 3,850円 4,250円 4,650円 5,040円 5,430円 5,820円 

６人槽 3,540円 3,940円 4,340円 4,740円 5,130円 5,520円 5,910円 

７人槽 3,630円 4,030円 4,430円 4,830円 5,220円 5,610円 6,000円 

８人槽 3,900円 4,300円 4,700円 5,100円 5,490円 5,880円 6,270円 

１０人槽 4,270円 4,670円 5,070円 5,470円 5,860円 6,250円 6,640円 

 

（2）‐2 浄化槽設置整備事業（個人設置） [以下、個人設置事業といいます] 

 旧八代、坂本、千丁、鏡地区において下水道事業認可区域を除く地域で住宅等に浄化

槽を設置する個人に対し、補助金を交付しています。 なお、設置後の保守点検等の維持

管理費は、設置者個人の負担となっています


